
２．ボランティアや民間団体等と連携した取組等                 ＜事例リストに戻る＞ 

事例番号 2-2-02 

事例名 地域住民による道路清掃・美化活動に対する表彰制度 

自治体名 宮崎県延岡市 

導入時期 平成 19 年 4 月 

最も効果が 

期待される項目 

清掃 他に効果が 

期待される項目 

その他 

（住民の道路愛護精神の向上） 

取組の背景･目的  地元自治会等の道路愛護の意識向上をサポートするため。 

取組の概要  市民生活に欠かせない身近な道路について、道路愛護意識の高揚を図るため、各

地区から報告のあった道路清掃状況を広報のべおかと併せて市内全域の区長へ

毎月報告している。 

 また、他の模範となる顕著な功績のある団体・個人に対して市長表彰を行っている

（ふれあいロード事業）。 

 内 容 ［運用方法］ 

 道路の清掃、美化活動を実施した際に、各区長に広報のべおかと一緒に配布して

いる「道路愛護実施報告書」へ実施内容記載の上、土木課まで送付する。 

 道路の清掃、美化活動を継続的に続けてこられた区、団体、個人（区長より推薦の

あった者）に対し「道路愛護功労者表

彰」として表彰している。 

［参加状況］ 

 H28 年度：56 団体、H29 年度：54 団

体、H30 年度：57 団体、R1 年度：52 団

体。 

 継続いただいている自治会が多いことか

ら、表彰制度はインセンティブになって

いると考えている。 

取組によって 

得られた効果 

 主に路面清掃（落ち葉掃き、草むしり、ゴミ拾い等）、側溝清掃（側溝の土砂上げ

等）、草刈り等の作業に関して報告されている。 

 地元の道路愛護の意識の向上（道路を大事に利用しよう、道路にゴミを捨てないよ

うにしようなど）を図るとともに、市が行う道路の維持管理費の低減につながってい

る。 

苦労した点  参加団体は、横ばいからやや減少している状況であり、近年「高齢化のため参加人

数が減少し、できる活動が限られてきている」との相談を受けることがあるため、回

答に苦慮している。 

 高齢化に伴い、活動の継続が難しい自治会が増えていることから、地区の区長会

等に参加して事業のアピールを行ったり、市のホームページに事業内容を掲載した

りなど、周知活動に力を入れている。 

運用コスト概算額  賞賜金：６０千円（４団体＋個人２名） 

 消耗品費：１６千円 

連絡先  宮崎県延岡市 都市建設部土木課 ［ 電話番号 0982－22－7021 ］ 

https://www.road.or.jp/case_studies/pdf/00_first.pdf



